
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はる どくしょ

週間
しゅうかん どくしょ

感想
かんそう

文
ぶん しょうかい

「春
はる

のこども読書
どくしょ

週間
しゅうかん

」の期間中
きかんちゅう

に「ひみのえファミリー読書
どくしょ

」に取
と

り組
く

んでいただき、あ

りがとうございました。家族
かぞく

で一緒
いっしょ

に読書
どくしょ

を楽
たの

しむことで、とても有意義
ゆ う い ぎ

な時間
じかん

を過
す

ごしてい

ただけたのではないでしょうか。これからもぜひ親子
おやこ

で読書
どくしょ

を楽
たの

しんでみてください。 

 子供
こ ど も

たちとお家
うち

の方
かた

から、心 温
こころあたた

まる感想
かんそう

をたくさんお寄
よ

せいただきました。その中
なか

から、

いくつかをご紹 介
しょうかい

します。 

 

 

１年生
ねんせい

 

・一
いっ

緒
しょ

に本
ほん

を読
よ

みました。子
こ

供
ども

の読
よ

める文
も

字
じ

が増
ふ

えていることを実
じっ

感
かん

し、成長
せいちょう

を感
かん

じること

ができました。 

・小
ちい

さい頃
ころ

にたくさん本
ほん

を読
よ

んであげていたことを思
おも

い出
だ

し、たまにはこのような時
じ

間
かん

を作
つく

るといいなと感
かん

じました。 

・図
と

書
しょ

館
かん

に行
い

って自
じ

分
ぶん

で本
ほん

を選
えら

び、楽
たの

しみました。これを機
き

に、本
ほん

を好
す

きになってくれたらと

思
おも

います。 

・よく寝
ね

る前
まえ

に子
こ

供
ども

と本
ほん

を一
いっ

緒
しょ

に読
よ

むのですが、感
かん

想
そう

を聞
き

いたのは初
はじ

めてだったので、とても

新鮮
しんせん

でした。 

・１年生
ねんせい

になり、ひらがなをしっかり読
よ

むことができていたことに、成
せい

長
ちょう

を感
かん

じました。 

・本
ほん

を通
とお

して普
ふ

段
だん

あまり話
わ

題
だい

にしないことを一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えることが、とても面
おも

白
しろ

かったです。 

・楽
たの

しく一
いっ

緒
しょ

に読
よ

みました。また図
と

書
しょ

館
かん

に行
い

きたいと思
おも

うきっかけとなりました。 

・わたしもアニマルバスといっしょに雲
くも

の上
うえ

でごはんを食
た

べてみたいとおもいました。 
（『アニマルバスとくものうえ』） 

・フローレンスの心
こころ

がとてもやさしいと思
おも

いました。わたしも人
ひと

をたすける仕
し

事
ごと

がしたいです。 

                                                                                         （『ナイチンゲール』） 

・すずめがダイジンと後
うしろ

戸
ど

に飛
と

びこんでいく場
ば

面
めん

が、わくわくするので好
す

きです。 （『すずめの戸締
と じ

まり』） 

・悪
わる

いことをしたら、自分
じ ぶ ん

にかえってくるんだなと思
おも

いました。           （『かちかち山
やま

』） 

・いろいろな世
せ

界
かい

の料
りょう

理
り

が出
で

てきて勉
べん

強
きょう

になりました。自分
じ ぶ ん

でも作
つく

ってみたいです。 （『世界
せ か い

の料理
りょうり

』） 

・アレックスのおじいちゃんが海
かい

ぞくのボスをたおす場面
ば め ん

に、ドキドキしました。（『人
ひと

食
く

いザメが守
まも

る島
しま

』） 

 

子供
こ ど も

：本
ほん

の感想
かんそう

文
ぶん

より 

 

２年生
ねんせい

 

・幼
よう

稚
ち

園
えん

の頃
ころ

以
い

来
らい

、久
ひさ

しぶりに子
こ

供
ども

を膝
ひざ

の上
うえ

に乗
の

せて読
よ

み聞
き

かせをして懐
なつ

かしい気持
き も

ちになりました。 

・大
おお

きな声
こえ

で気
き

持
も

ちをこめて読
よ

んでおり、国
こく

語
ご

の授
じゅ

業
ぎょう

で学
まな

んだことを生
い

かせていることに関心
かんしん

しました。 

・これからは動
どう

画
が

を見
み

る時
じ

間
かん

を減
へ

らして、本
ほん

を読
よ

む時
じ

間
かん

を作
つく

っていきたいと思
おも

いました。 

・とても面
おも

白
しろ

い本
ほん

を一
いっ

緒
しょ

に笑
わら

いながら読
よ

み、楽
たの

しい時
じ

間
かん

を過
す

ごすことができました。 

・私
わたし

が小
しょう

学
がく

生
せい

の頃
ころ

に読
よ

んだ思
おも

い出
で

の作
さく

品
ひん

を子
こ

供
ども

と一
いっ

緒
しょ

に読
よ

むことができ、とても良
よ

い時
じ

間
かん

でした。 

・子
こ

供
ども

が目
め

を輝
かがや

かせながら楽
たの

しそうに読
よ

んでいるのを見
み

ると、とても嬉
うれ

しく思
おも

いました。 

・長
ちょう

文
ぶん

を全
すべ

て音
おん

読
どく

してくれたのを聞
き

いて、読
よ

む力
ちから

がついたなと感
かん

心
しん

しました。 

・図
と

書
しょ

館
かん

に行
い

って、どれを読
よ

もうかと子
こ

供
ども

と一
いっ

緒
しょ

に探
さが

している時
じ

間
かん

も楽
たの

しかったです。 

・久
ひさ

しぶりに読
よ

み聞
き

かせをしてファミリー読
どく

書
しょ

に取
と

り組
く

みました。物語
ものがたり

を聞
き

きながら、感
かん

じたことをつ

ぶやいているのを聞
き

いて、これからも読
よ

み聞
き

かせする時
じ

間
かん

を作
つく

っていきたいと思
おも

いました。 

・子供
こ ど も

の関心
かんしん

がある本
ほん

が２年生
ねんせい

の時
とき

と変化
へ ん か

していることに気付
き づ

き、良
よ

い発
はっ

見
けん

となりました。 

・子供
こ ど も

の本
ほん

を読
よ

むスピードや集 中 力
しゅうちゅうりょく

、そして理解力
りかいりょく

もアップしていました。 

・普
ふ

段
だん

、本
ほん

を読
よ

む機
き

会
かい

がだんだん減
へ

っていますが、ファミリー読
どく

書
しょ

の取
と

り組
く

みで本
ほん

を読
よ

む時
じ

間
かん

を作
つく

ること

ができています。 

・牧
まき

野
の

さんはどんな障
しょう

害
がい

にあっても、くじけず頑
がん

張
ば

って図
ず

かんを作
つく

ってえらい人
ひと

だなと思
おも

いました。 

（『牧野
ま き の

富
とみ

太郎
た ろ う

ものがたり』） 

・カッパせんせいは、何
なに

も考
かんが

えていないように見
み

えて、楽
たの

しみながら教
おし

える天
てん

才
さい

だと思
おも

いました。 

                                                                               （『へのへのカッパせんせい』） 

・理事
り じ

さまがどうして名前
な ま え

を教
おし

えないのか気
き

になりましたが、最
さい

後
ご

まで読
よ

むとその理
り

由
ゆう

が分
わ

かりました。                             
（『あしながおじさん』） 

・ベートーベンは大
おお

きな苦
くる

しみをのりこえて、すごい人
ひと

だなと思
おも

いました           （『ベートーベン』） 

・骨
ほね

が伸
の

びると身長
しんちょう

が伸
の

びることを初
はじ

めて知
し

って、おどろきました。                （『せがのびる』） 

・あきらめずに努
ど

力
りょく

を続
つづ

ける前
まえ

向
む

きな気
き

持
も

ちが大
たい

切
せつ

だと分
わ

かりました。 

（『大人
お と な

になるまでに身
み

につけたいたいせつなこと』） 

お家
うち

の方
かた

：ファミリー読書
ど く し ょ

の感想
かんそう

より 

 

お家
うち

の方
かた

：ファミリー読書
ど く し ょ

の感想
かんそう

より 

 

子供
こ ど も

：本
ほん

の感想
かんそう

文
ぶん

より 

 

３年生
ねんせい

 

お家
うち

の方
かた

：ファミリー読書
ど く し ょ

の感想
かんそう

より 

 

・わるいことと、よいことを、自分
じ ぶ ん

でかんがえてこうどうしたいです。 
（『おしいれのぼうけん』） 

・さやえんどうが、ぺろんとでてきておもしろかったです。 （『そらまめくんとおまめのなかま』） 

・やさいも花
はな

がさくのをしって、びっくりしました。               （『やさいのがっこう』） 

・あさがおのことを知
し

ることができました。学校
がっこう

でそだてるのが、たのしみです。  
                                                    （『やさいと花をそだててかんさつ あさがお』） 

・すききらいをすると、びょうきになったり、大
おお

きくなれないとおもいました。 
（『はらぺこあおむし』） 

・にんぎょひめがあわになってしまい、かわいそうだとおもいました。    （『にんぎょひめ』） 

 

 
 

令和６年５月 

比美乃江小学校 図書だより 

子供
こ ど も

：本
ほん

の感想
かんそう

文
ぶん

より 

 


